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産卵鶏用飼料としての大麦の利用について  

－・色 泰，中広 義雄，大松 潔  

UTILIZATION OF BARLEYIN THE LAYING HEN   

YutakaIssHIKI，Yoshio NAKAHIRO andKiyoshiOfIMATSU  

Ino＝dertoinvestigatetheutilizationofbarley（huskedrolledbarley），the6－mOnth－OldsinglecombWhiteLeghorn  

henwere丘eelyftdtheconventionaldietadded20％barley＋2l2％丘shmeal，30％baIley＋3l3％fishmealor40％  

baJley＋4A％負shmealduring4months，andthefbllowingresultswereobtained 

1）Thecggproduction，eggWeightandftedintakeweresignificantlydecreasedwithanincreaseofbaTleyinthe  

diet，andtherewerenegativecorrelationsatl％1evel。TheftedefRciencywasnotafrtctedbyanincreascofdietary  

barley   

2）ThecostofeggpIOductionwasloweIedbybarleyfbeding，buttherewasadecreascofeggpIOductionwithan  

incICaSeOfdietalybarley”Therefbre，itisconcludedthatthebarleyftedinglSnOtalwayseconomical1yprofitablein  

layinghen 

6か月齢の単冠白色レグホーン種の雌に慣用配合飼料と，それに脱秤圧届大麦を20％と魚粉2い2％，同様に30％と  

3．3％および40％と44％を配合した飼料を4か月間給与し，その間における飼料の利用性を調査した 

1．産卵率，卵蓋および飼料摂取盈は大変の配合盈が多くをるにしたがって有意に低下し，いずれも1％水準で負の  

相関々係が認められた．しかし，飼料効率では大変配合による差は認められなかった．  

2u 卵の生産費は大麦の給与によって減少したが，産卵盈が低下するため必ずしも経営上有利とは考えられをかった．  

緒  

放近，わが国の大麦生産は増加しており，飼料として有効利用が望まれている．しかし，養鶏用飼料として用いる  

場合にはいくつかの問題点が指摘されている（1‾12）い 著者ら（18）はブロイラ、一用飼料に最も多く配合されているトウモ  

ロコシを脱秤大麦で置換盈と形状をかえて代替すると増俸盈および飼料効率が低下した… また，飼料効率の低い原因  

として，大麦は慣用配合飼料およびトウモロコシよりも消化管内通過速度が速いため，いずれの成分も消化率は低く，  

特に粗蛋白質および粗脂肪の低いことを指摘した（14）．しかし大麦の利用牲が配合飼料やトウモロコシに比して劣ち  

ているとしても，飼料費および生産物の価格により必ずしも経営上不利とは考えられない‖ 本実験は産卵鶏に大麦を  

給与し，その利用健の検討を試みた… 産卵鶏でも大麦はトウモロコシよりその利用性の低い革は認められている（15）．  

しかし，これまでに行われた実験（1‾5・18，15）はいずれもトウ・モロコシあるいは他の穀物との置換試験である．－「般の養  

鶏家は配合設備を持たをいところが多く，また大麦は単味として販売されている．そのため実用的な見地から飼料配  

合の煩雑さをできるだけ省き，慣用配合飼料に大麦と魚粉のみを加え，粗蛋白質を調製することによってどの程度ま  

で大麦の添加が経済的に可能であ、るかを併せて検討した．  

材料および方法  

供試鶏は単冠白色レグホーン種雌を慣用の方法で育成し，180日齢時（12月20日）に産卵率80％以上のものを240羽  

選び，60羽ずつの4区に分け，いずれの区も産卵率が同程度とをるように調製したのち採卵用単飼ケージに収容した．   
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Tablcl」Compositionofexperimcntaldiets  
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（％）  

Bariey diets 
ContIOl  

B－20  B－30  B－40  

Ingredient：   

Stoclc diet 

GIound ycllow corn 

Milo   

Wheat bran   

DcfattedIice bran   

Soybeanmeal   

Fish meal   

AlfAlfa meal   

Calcium caIbonate   

Tri－Calciumphosphate   

Sodium chloIidc   

MineIalmixturel）   

Vitaminmixturel）   

Husked rolled barlcy 

Fish meal  

Chemicalcomposition：   

MoistuTe   

CrudepIOtein   

Crudefat   

Nitrogen free extract 

Crude舌bcr   

Crude ash  

778  66／7  55。6  
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1）：ISSHIKIetal14）  

さらに試験開始5日前に微調製を行った   

試験飼料は表1に示した通り，慣用配合飼料を対照飼料とし，それに香川県内産脱秤圧扁大麦（以下大麦と略す）  

20％と魚粉（片口鰯）2．2％，同様に30％と3．3％および40％と44％を配合した4飼料とした．飼料の配合に先だっ  

て，慣用飼料，大麦および魚粉の－・般分析を行い（大麦は水分10。2％，粗蛋白質120％，粗脂肪27％，可溶無窒素  

物704％，粗放雑38％，粗灰分213％，魚粉は水分108％，粗蛋白質621％，粗脂肪53％，可溶無窒素物27％，粗  

灰分19い1％），いずれの飼料も粗壁白貿を16．9％にするため，あらかじめ大変に11％の魚粉を添加したのち慣用配合  

飼料に配合したい したがって，表1に併せ示した各飼料の一・般成分はその配合割合から絆出した億であるい また，各  

飼料の代謝エネルギ1－は，慣用配合飼料2750kcal／kg（16）魚粉2841kcal／kg，大麦2738kcal／kg（15）として鈴出する  

といずれの飼料も2750kcal／kgとなった．上記した飼料は一・皮に配合して約00Cに貯蔵し，10日分ずつを飼料区  

毎にポリペーリレに取り出し，摂取可能盈よりもわずかに多い盤を朝夕（8時と16時）の2回給与し，13時には給餌樋  

の飼料ををらしていずれの鶏も常時自由に摂取させた．をお，飲水も自由にさせたり 試験期間は1月1日から4月30  

日までの121日間とした 

試験期間中における産卵率は個体別に，卵蛮は各区毎に1日間の全盛を一・括して杵盈し，1個あたりの平均値を静  

出した飼料摂取恩は1か月毎に給与盈から残飼盈を差し引いた億とし，1羽あたりの平均摂取盈を求めた 

結  果   

大麦配合飼料給与鶏の産卵率，卵重，飼料摂取量および飼料効率は一・括して表2に示した通りである．産卵率では   
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Table2，The鈷edingvalueofbarleyinlaymghen  （Meanfbr60birds）  
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controI  
Barley diet 

（Stockdiet）  B＿20    B，30  
Period  

（Month）  

Eggproduction（％）  
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Feedintake（g／bird／day）  

1204  113．0  108，0  104‖5  

120∪6  111い6  1138  109．4  

128．1  122．9  11911 lO8．ユ  

126．5  11ノ7．1  120“4  109、7  
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Meanshavingthedi能rentsuperscriptlettersofhorizontallinearesigni丘cantlydi翫rentat5％  
1evel  

いずれの大麦配合飼料も試験開始と同時に低下し，特に40％区の低下は顕著であった．対照区では日時の経過ととも  

に産卵率が向上し，20％区および30％区は対照区と同様の傾向を示したが，40％区は試験終了時まで低い同一・水準で  

推移したい 全期間の平均値では対照飼料に対して大麦配合飼料はいずれも5％水準で有意に低下し，40％区の産卵率  

は対照区の90％程度とをり，全飼料区に対して5％水準で有意差がみられた．また，大麦の配合放と産卵率との間に  

1％水準で負の相関々係（Ⅰ＝－0．8335，y＝87．4521－0い1909Ⅹ 但しyは産卵率，Ⅹは大麦の配合丑）が認められ，大  

麦の配合盈が増加するにしたがって産卵率の低下することが判明した  

1個あたりの平均卵患でも，大麦配合飼料は試験開始直後より軽くをり，試験終了時まで一・定水準で推移した．．全  

期間の平均値でほ対照飼料に対して大麦配合飼料は2％から4％減少し，5％水準で有意差が認められた．また，40  

％区は20％区に対しても5％水準で有意に軽く怒った一・方，大麦の配合盈と卵蛮との間にも1％水準で負の相関々  

係（Ⅰ・＝－0い9243，ツ・＝62．ユ412－00631Ⅹ）が認められたい   

試験期間中における1日1羽あたりの平均飼料摂取盈は大変の配合畳が多くをるにしたがっていずれの時期も減少  

し，全期間の平均値では対照区に対して大麦配合飼料は20％区で7い7g，30％区は8日6g，40％区は16gも少をく，5％  

水準で有意差が認められたまた減少の著しかった40％区は全飼料に対して5％水準で有意差が認められた．した  

がって，飼料摂取盈でも大麦の配合盈との間に1％水準で負の相関々係（Ⅰ・＝－0‖8162，y＝124い4264－0“3823Ⅹ）が認  

められた．   
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次いで，産卵盈と飼料摂取曳から飼料効率を算出すると，試験開始直後は大麦配合によりやや高くをる傾向を示し  

たが，全期間の平均値では大麦配合による差は認められをかった．  

考  察  

慣用配合飼料に大変を配合した飼料を産卵鶏に給与すると，大麦の配合盈が増加するにしたがって産卵率，卵重お  

よび飼料摂取急が低下し，大麦の配合盈との間に負の相閑々係が認められた．JENSENetal（15）は配合飼料中の穀類を  

種々に変えて産卵鶏を飼育したところ，大麦で置換した配合飼料を給与した区は産卵盈がソルガム，トウモロコシお  

よび小麦置換区よりも低く，また飼料摂取盈でも大麦置換区では減少し，トウモロコシ置換区の約82％，ソルガム置  

換区の94％であったと報告している著者は単冠白色レグホー・ン種雄の成鶏に各種飼料を自由に摂取させると，単昧  

飼料は慣用配合飼料よりも摂取盈は少をく，トウモロコシは慣用配合飼料の76％，大麦は69％，マイロは82％であっ  

た1．したがって，本実験のように慣用配合飼料に嗜好性の低い大麦を単純に配合することば飼料の摂取盈を低下さす  

おそれがある．しかし，前報（18）および他の研究報告（2，9）におけるブロイラーの飼養試験では配合飼料中の穀物を大  

麦で昏換すると，トウモロコシ配合飼料よりも飼料摂取量が増加し，本実験とはまったく異にした．後述するが，前  

報（18）の置換飼料では飼料中に占める穀類の割合を－・定にしたため大麦の置換急が増加するにしたがって飼料中の代  

謝エネル針－が低下し，それを補うために飼料の摂取盈が増加した可能性が大きいけ あるいは本実験のように，粗蛋  

白質と代謝エネルギ・－が同一・債であれば大麦の配合により飼料中に占める穀類の割合が61％から74％まで増加しても，  

そのエネルギーの補完を行わ夜くて単に嗜好性のみの低下が摂取意を減少させたのか，また，ブロイラ、一生産と卵生  

産とでは栄養素の要求の程度，噂好性および消化性などに差異があるのか今後追究す－る必要がある．   

飼料中の粗蛋白質および代謝エネルギー含急がいずれの飼料も同一・であるに．もかかわらず，大麦の配合により産卵  

率および卵重が低下した、この原因は，飼料摂取盈の減少によるものと考えられるが，飼料中に占める穀類の増加は  

栄養のバランスを悪くするおそれもある．   

飼料効率でほ，大変配合による低下は認められず，摂取飼料中に占める維持飼料の割合を考慮すると，大麦配合に  

よりかえって栄養価ほ高くなる可儲性もあり，この点についても前報（18）および他の研究報告（1‾5）とはまったく異に  

した．．前報（13）はトウモロコシの置換試験であり，これらの試験に用いたものと同様のトウモロコシと大麦の消化  

率（14）から代謝エネルギ・－を簸出し，本実験の大麦をトウモロコシで置換したと仮定すると，大変20％区は2837  

kcal／kg，30％区3881kcal／kg，40％区2928kcal／kgとなり87～178kcal／kgも高くをり，前報の密換試験ではさら  

に差は大きくなる．この代謝エネルギt－・の差がブロイラ・－の飼養試験で大麦置換飼料の飼料効率を低下させた主因と  

考えられる小 したがって抽月旨（2・9‾12）あるいは糖蜜（17）などの添加による飼料価値の改善は低い代謝エネルギー（…）を  

高めることにあるとした推論を姦付けるものである．また本実験でほ，大麦の配合急が多くなるにしたがって粗灰分  

は減少し，粗蛋白質申に占める動物性蛋白質の割合は高くなった．良質魚粉の粗蛋白質および粗脂肪は栄巷価も高い  

とされており，このことが大麦の配合により産卵盈および飼料摂取盈が減少したにもかかわらず飼料効率を低下させ  

なかった－・要因とも考えられる．   

以上のことから，大麦に11％の良質魚粉を添加し，慣用配合飼料と粗蛋白質および代謝エネルギ、－・含盈を同程度に  

すれば，飼料効率の低下を免れる可能性は大きいしかし，大麦は産地（18）や品種（之，19，20）によって栄養価が異をり，  

また供試鶏の日齢（21）あるいは試験期（22）によっても飼料効率の異なることが認められており，今後はこれらの要因  

を考慮の上追試する必要がある．   

次いで大麦配合飼料給与鶏の経済性を検討するため，試験期間中における1羽あたりの粗収益（固定資本および流  

動資本のうち異をるものは飼料費のみであるため，卵収入より飼料費を差し引いた催とした）を算出し，表3に示し  

た．卵収入は試験期間中に販売した1kgあたりの平均単価が20325円となり，これに産卵盈を乗じて求めた．飼料  

費は1kgあたりの単価が配合飼料80円（100），脱秤庄扁大麦47円（588），魚粉160円（200）で算出した．したがっ  

て，大麦に11％の魚粉を添加すると64．6円（釦8）と怒る 

4か月陽における1羽あたりの平均卵収入は対照区が最も多く，大麦の配合盈が多くをるにしたがって減少するが，  

それ以上に飼料費の方が安くをり，卵収入より飼料費を差し引いた粗収益は対照区の134い3円く100）に対して20％区  

は165円（122．4），30％区は1972円（1468），40％区は197．9円（147．4）となり，大麦の配合盈が増加するにした  

がって粗収益は高くをった．また，鶏卵1kg生産に要する飼料費でも大麦の配合盈が増加するにしたがって低下し，   
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Table3。TheftedcostandegggrosspIO6tsof1ayinghenftdthebar1eydietduring4months  
（Meanfbr60birds）  
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controI  
Barley diet 

（Stockdiet）   B＿20  B＿30  B－10  

5672…8  

1153．0  

13054‖2   

73‖2   

955．1  

197 9 

16臥4  

61102  6109い6  

1241り9  1241．．8  

140623  139525   

766  74．9  

1076、9  1044．6  

165。0  197．2  

1763  1′71．0  

6563．0  

1333．9  

14995い9   

80 O 

1199 7 

134．3  

1828  

Eggweight，g  
Eggreceipts（A），yen  

Feedintake，g  
Feedprice（kg／fbed），yen  

Feedcost（B），yen  

GrOSSpr0丘b（A－B），yen  

Feedcostrequiredfbrlkgegg，yen  

40％区では対照区の約92％で生産されたい しかし，本実験の収益計算はある特定の時期についてのものであり，卵価  

および飼料費の変動により当然異なる．したがって，単純に大麦と魚粉を慣用配合飼料に添加する場合，卵価が1kg  

あたり203．25円のときは大麦に魚粉を11％添加した飼料費が慣用配合飼料に比して20％区で約93い0％（1241、9円（卵  

収入）－134．3円（対照区の粗収益）＝11076円，11076（飼料費）÷14062‖3（飼料摂取盈）＝007876円（飼料1gあ  

たりの単価，〔7＆76円（飼料1kgあたりの単価）－80円（慣用配合飼料1kgあたりの単価）×0．778（慣用飼料の  

配合割合）トOL222（大麦と魚粉混合物の配合割合）＝7441，7441÷80＝09301‡となり，同様の方法で他の飼料区  

も算出すると，30％区は976％，40％区は94‖5％となり，この値よりさらに大麦の配合に要する労働費を差し引いた  

価格で人手できる場合は，使用した方が経営上得策であろうい しかし，本実験結果は卵価の安い時期であり，この様  

を状態では養鶏産業としての存続は困難である．したがって鶏をより経済的に飼育するには耐用日数内に可儲を限り  

多く産卵することにあり，大麦配合による産卵盈の低下は固定資本および流動資本の償却を考慮すると必ずしも有利  

とはいえない．   

表2の産卵率と卯重から，1日間における平均産卵盈を静出すると，対照区は54‖6士4‖3g，20％区は弧4土0・・6g，  

30％区は50．5±0‖1g，40％区は46＝9士0い3gとをり1％水準で負の相関々係（r・＝－09028）が認められ，y＝541朗79－  

0．1766Ⅹ（yは産卵軋Ⅹは大麦の配合盈）の一次回帰式が得られた… したがって，前述した大麦の配合盈と飼料摂取  

盈の－・次回帰式とを用いて，慣用配合飼料に大麦を配合した方が有利であるか否かを知るには，それぞれの飼料を給  

与した場合の収益差に依存するい 仮に慣用配合飼料のみで飼育した場合の収益をRl，大麦を配合した場合の収益を  

R9とすれば，収益差は次式であらわされる 

Rl＝Pql－Cl－K  （1）   

R2＝Pq2－C2－K  （2）   

Rl－R£＝P（ql－q8）－（Cl－C2）  （3）  

R：純収益  

P：卵価  

q：産卵盈  

C：飼料費  

K：飼料費以外の費用  

すをわち，粗収益の差〔P（ql－q2）〕と飼料費の差（Cl→C2）によって大麦の配合が決定される・事実，本実験の  

ように卵価および大変の単価が安い時には大麦の配合は有利であるが，それらの飼料費が同価格であっても卵価が1  

kgあたり300円（現時点では330円）になると大麦の配合（金平均で7637円の粗収入）は慣用配合飼料（769、2円）  

より低下する．．したがっで旧用配合飼料に大麦と魚粉を単純に配合するときは，飼料費および卵価を充分に吟味した  

のち使用しないと思わぬ不利益を被るおそれがある．   

しかし，現在の飼料用穀物事情からして国内産大麦の養鶏用飼料としての使用は飼料需給上必要であり，上述した  

大麦の特殊性を克服するにはエネルギー・源（2，9‾1紺）および酵素（16，28・24）をどの添加による利用性の向上と摂取盈を増   
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大させるような方策を講じることが急務と考えられる．  
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